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IF WE WERE TO BELIEVE 
THAT REALITY 
WERE ONLY WHAT OUR SENSES PERCEIVED, 
WE HAVE BEEN MISLEAD 
CAN WE NOT BREAK FREE OF THIS EATHLY BOND, 
AND SEARCH THE LIMITLESS DEPTH OF INNER SPACE ? 
EXISTENCE BEYOND REALITY; 
CONSCIOUSNESS BEYOND MIND, 
IS THAT NOT WHAT LIFE YEARNS FOR ? 
ONLY THOSE WHO LOOK INWARD 
AND SEARCH THE DEPTH OF THEIR SOULS 
SHALL FIND IT. 
ONCE FOUND, WE SHALL BE AS GODS 


AND DRAW FROM THE ENDLESS WEALTH OF THE LIMITLESS VOID. 


ONLY THOSE WHO PLAY CAN FIND IT. 
ONLY THOSE WHO FIND IT GAN PLAY. 
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それ れこ そ が 種 す べ て が 求め て や きぬ も の か も し れれ な い 
邊 かな 竜 き の 息 吹 に 航 刀 る こと が で ほる の な ら 
この 戯 札 事 に 孝 も が わり た まえ 
真理 を 見 、 殊 を 聞く こと が で きる も の だ けが 
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「Resonance/Sympathetic」 よ り 


meme はじめ に — 
この た び は ボー ステ ッ ク の 「 ダ イレ ス ガイ ガー ルー 
を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご 
ざい まず る 

ALT SAV A ガイ ガー ルー の 「 取 り 扱 い 説 
WOT ご 使用 の 前 に 本 書 を よく お 読み に な 
り 、「 ダ イレ ス の 世界 」 を お 楽し みく だ さい 。 

お 読み いた だ いた 後 は 、 大 切 に 保管 し て 下さ い 。 
「 ダ イレ ス ガイ ガー ルー プ 」 を 正しい 使用 方 法 で ご 
愛用 くだ さい 。 










ゲー ム の 説明 … 
ゲー ム の 起動 方: 
ディ ッッ プス イッ チ の 
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別紙 : 機 種別 ガイ ド 





よう こそ [DIRES | の 世界 へ 


この ゲー ム は 「 ヒ ト VS ヒト 」、 つ まり 、「 思 
考 VS 思考 」 の 戦い を 楽し む も の で す 。 
将棋 や チェ ス 、 囲 碁 、 オ セロ は 人 間 の 思考 カ 
を 中 心 に 成り 立っ て いる も の で す 。 

中 で も 、 囲 碁 や オセ ロ と な る と 、 ル ー ル が 他 
の も の より 簡素 化 さ れ て いる た め 、 ら 人 の ブ 
レー ヤー の 思考 力 に よる 戦略 的 要素 の み を 楽 
し むものである と 言え る で し ょ う 。 

これ ら 定 版 と な っ て いる ボー ド ゲ ー ム を 同じ 
フィ ー ル ド (ボー ド ) 上 で 超え よう と する 試 
み が 多 々 行わ れ て きま し た 。 




















タタ トル に つい て 


「DIRES-gigerloop-」 と 書い て 「 ダ イレ 
ス ガイ ガー ルー プ 」 と 読み ます 。 

まず 、「 ガ イガ ー ル ー プ 」 で す が 、 こ の ゲー ム 
の フィ ー ル ド の 名 前 の か ら と っ た も の で す 。 
名 前 の と お り 、 ゲ ー ム フィ ー ル ド は ルー プ 構 
造 に な っ て いま す 。「 ガ イガ ー」 は ゲー ム フ ィ 
ー ル ド を 研究 、 管 理 し て いる ラボ 、 (我ら が ) 
ガイ ガー 研究 所 」 か ら と り ま し た 。 
[DIRES | は 、 こ の ゲー ム の テー マ で ある 


Digital デジ タル 
Image イメ ー ジ 
Real-time リア ル タ イ ム 
Energy エネ ルギー 
Simulation シミ ュ レ ーション 
を 省略 し た も の で す 。 


し か し 、 そ れ ら は どれ も その 目的 に 近付く こ 
と すら で きず に 消え 去っ て 行き まし た 。 
それ は 当然 の こと な の で は な いで し ょ うか 。 
前 出 の 定 版 ボー ド ゲ ー ム は 、 ご どれ も 頂点 を 極 
め て お り 、 同 じ フ ィ ー ル ド (ボー ド ) 上 で 超 
えよ うと する こと 自体 無謀 と 成 し 得る 「 頂 点 」 
的 存在 な の で すか ら 。 
同じ フィ ー ル ド で 超越 不可 能 で あれ ば … 
「 コ ンピュータ 」 と いう 新 な る フィ ー ル ド の 
出現 は 、 そ れ を 可能 に し て くれ た の で す 。 
オセ ロ は 登録 商標 で す 。 





エネ ルギー を 、 デ ジタル イメ ー ジ で リア ル タ 
イム に ミュ レー ショ ン す る 。 

[DIRES」 は 、 こ の テー マ に 徹し た ゲー ム 
で す 。 

また |DIRES) は 、 新 し い ゲ ー ム の ジャ ン 
ル を 表す 言葉 (アク ショ ンロール プレ イン グ 
の よう な も の ) で も ある の で す 。 

みん な で [DIHES] の 世界 を 広げ まし ょ う 。 





も う 、 ブ レイ し まし た か ? 


「 も う 、 プ レイ し まし た か や 」。 

「 も ちろ ん 。 バ ッ ケ ー ジ を 開い て すぐ に …。 
と 、 答 える 方 も いれ ば 、「 今 、 こ の 取り 扱い 説 
明 書 を 読み 始め た と ころ な の に …。」 と 、 答 え 
る 方 も いる で し ょ う 。 

も う 、 プ レイ し た 方 も 、 ま だ 、 ブ プレ イ し で い 
な い 方 も 、 と りあ え ず この 「DIHES| を 一 





度 プ レイ し て みて くだ さい 。 

それ で は 、 い っ し ょ に 始め まし よう か 。 
(別紙 「 機 種別 ガイ ド 」 参 照 ) 

Hot! パソ コン の 知識 が 全く な いと いう 
方 は 、 パ ソコ ン の 取り 扱い 説明 書 を 先 に 読ん 
で 、 パ ソコ ン に つい て 少々 お 勉強 し て お いて 
くだ さい 。 

D 「 機 種別 ガイ ド 」 の 「 ゲ ー ム の 起動 方 法 」 
を 見 な が ら ゲ ー ム を 起動 し こく だ さい 。 
オー ブ プ ニ ン グ デ モ が 終る と ゲー ム が 始ま り ます 。 
上 下 ら つ の スク リー ン と 、 赤 と 緑 の ゲ ー ジ が 
見 える で し ょ う 。 ス クリ ー ン の 中 に は 白い フ 
イィ ー ル ド が 見 えま す 。 

(2)「 モ ー ド 変更 キー」 を 押し て くだ さい 。 
度 は スク リー ン の 中 の フィ ー ル ド が 青 に 変 
り ま し た 。 上 の スク リー ン は 消え て し まい 
し た ね 。 

は 、 ち ょ っ と 動か し て み ま し ょ よう 。 

あな た は 片手 を 「 移 動 キー」 に 置い て 、 ス ク 
リー ン 日 ( 下 の 画面 ) を 見 て くだ さい 。 

「 移 動 キ ー」 の 前 後 左右 を 確認 し まし た か 。 
心配 な ら ば ちょ っ と 押す 練習 を し て みて くだ 
さい 。 

3 用意 が で きた ら 「 ス ター トキ ー」 を 押し て 
くだ さい 。 

B.G.M. が 始ま り 、 一 瞬 チ ラッ と 見 えた の が 
RCT. 
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(④ そ れ で は [移動 キー] の 「 前 進 」 を 押し て 、 前 
進 し て くだ さい 。 
最初 は ちょ っ と 重い 感じ が し ます が 、 青 い フ 
ィ ー ル ド が 、 ど ん どん 後ろ に 流れ て いき ます 
ね 。 左右 に も 動い て みて くだ さい 。 
左右 は も っ と 重く 感じ る で し ょ う 。 
5 次 に 、「 ポ ー ル 配置 キー」 を 押し て くだ さい 。 
衝撃 音 が し て 跳ね 返さ ぐれ まし た ね 。 そ う で す 
ポー ル は [F.V.. (乗り物 )] の 真正 面 に 置く 
の で す 。 ポ ー ル の スリ ッ ト が 赤く 光っ て いる 
で し ょ う 。 
⑯ 今度 は 、「 ポ ー ル 配置 キー」 を 押し た まま に 
し て 、 後 ろ に さがっ て みて くだ さい 。 
ポー ル が ご どん どん 置か れ て いき ます ね 。 
すべ て 置き 終わ り ま し た か や 
ポー ル を すべ て 置い こし まう と 、B.G.M. が 
変わ り ま し た 。 
さあ 、 い よい よ 戦 闘 開始 。 
⑦ 相手 が 置い た を ポー ル を 取り まし よう 。 
取る の は 緑 に 光る ポー ル で す 。 
縁 の ポー ル を 見 つけ た ら 、 ス クリ ー ン の 中 央 
へ あわ せ て ぶつ か っ て みて くだ さい 。 
( ポ ヨ ー ン II) 
あれ | 跳ね 返さ れ ま し た か や 
そう で す 。 ぶ ぷ ぶつ かり 方 が 弱かっ た ん で すね 。 
ポー ル の 場所 は わか り ま し た 。 
(⑧ 今 度 は も っ と さがっ て 、 勢 い を つけ て … 
(Hef) 
取れ た っ HL 
Porta ll! 
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ゲー ム の 説明 
この [DIRES] は 、「 人 間 VS 人 間 」、「 コ ン 
ピュ ー タ vV8 人 間 」、「 コ ンピュータ Vs コン 
ピュ ー タ 」 と いう よう に 「 1 対 1] 」 で 戦う ゲ 
ー ム で す 。 
ゲー ム 自 体 は 前 半 の 試合 (練習 ) 準備 と 、 後 
























































半 の 試合 (練習 ) に 大 きく 分 けら れ ま す 。 
試合 (練習 ) 準備 試合 (練習 ) 
お 互い に 手持 ちの 15 個 の ポー ル を ゲー ム フ ィ 









































ー ル ド 上 に な ら べ る 。 
相手 が な ら べ た ポー ル を 体 当 り し て 取る 。 相 
手 が な ら べ た 16 個 の ポー ル を 、 先 に すべ て 取 
っ つた ほう が 勝ち で す 。 
























































と いう 、 非 常に 単純 明快 な シス テム の 次 元 
リア ル タ イ ム ゲ ー ム 。 

し か し 、 シ ステ ム が 単純 な だ け に 、 ポ ー ル の 
配置 方 法 や 取り 方 等 を よく 考え な いと 、 一 歩 
間違え た だ け で 戦局 が 一 変 し こし まい ます 。 
先 を 見 越し た 戦略 が 重要 な 要素 と な る 思考 型 
ゲー ム で す 。 

財 ゲー ム フ ィ ー ル ド ( ガ イガ ー ル ー プ ) 軒 計 
ゲー ム フ ィ ー ル ド は 、 縦 80 ブ ロッ ク メ 横 B ブ 














































































































ロッ ク の 帯状 の も の を 円 筒 状 に まる め た ル 
プ 構 造 に な っ て いま す 。 よ っ て 、 縦 方 向 に BU 























移動 (前 進 Or 後 ) する と 、 一 周 し て も と の 位 
置 に 戻っ て きま す 。 一 周 す る に は 最高 速 で 5 
秒 ほ ど し か か か り ま せん 。 (M1 HE) 

フィ ー ル ド の 左右 両側 に は 壁 が あり 、 衝 突 す 
る と 跳ね 返さ ぐれ ます 。 

回 ポ ー ル L RETTENE 
正式 名 称 は [HIPEH POLE 100 (ハイ バ 
ー ポ ー ル 100)」。 

Type A(f&)/ Type BU) ENEN I GB. SE 
計 38 個 あり 、 こ れ を フィ ー ル ド 上 に 配置 し た 
り 取 っ た り し て プレ イ が 進み ます 。 
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Bt— DES ER 
目的 の 場所 に 移動 し 、「 ポ ー ル 配置 キー」 を 押 
し ます 。 

横 は ピッ タリ と 密集 し て 置け ます が 、 縦 に は 
4 ブロ ッ ク ご と に 置け る ライ ン が 決ま っ て い 
ます 。( 図 3) 

置け た 場合 は スク リー ン に ポー ル が 映り 、「 バ 
ワー ゲー ジ 」 が | つ 消 えま す 。 

一 度 置い た ポー ル は 、 再 配置 で きま せん 。 
時 間 制 限 が あり ます が 、 充 分 考え て 置い て も 
まだ あま る ほど 余裕 が あり ます 。 相 手 が 取 り 
に くい よう に 置き まし ょ う 。 
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図 ③ 


El ;X—) LU ODERO 5 
7R—IVI4, ME / HRESHDTBENET, 
ポー ル の 中 心 に 最高 速度 で 体 当 り し ます 。 
スク リー ン の 中 央 に ポー ル が くる よう に 移動 
し て 、 カ いっ ぱい 、 ぷ ぶつ か っ て くだ さい 。 
取れ た 場合 は 、「 ガ シー ン 114 と 音 が し て 「 パ 
ワー ゲー ジ 」 が ] つ 点 灯 し ます 。 

取れ な か っ た 場合 は 、「 ポ ヨー ン NU と 音 が 
し て 跳ね 返さ れ ま す 。 

また 、 後 退 (バッ ク ) し な が ら で も ボー ル は 
取れ ます 。 後退 で 取る に は 記憶 力 が 重要 な 要 
素 に な っ て きま す 。 

時 間 制 限 が あり ます が 、 か な り 余 裕 が あり ま 
す 。 タ イム オー バー に な る まえ に 勝負 が つく 
CUED. 





画 自 分 の ポー ル 相手 の ボー ル 還 語 還 
ポー ル の 色 は スク リー ン に よっ て 異な り ま す 。 
スク リー ン A (上 の 画面 ) の 場合 
緑 の ポ ボー ル を 置い て 、 赤 の ボー ル を 取り ます 。 
スク リー ン 日 (FORA) の 場合 
赤い ポー ル を 置い て 、 緑 の ボ ー ル を 取り ます 。 
間違え て 相手 の ポー ル を 取る と 、 相 手 の ポ イ 
ント に な る の で 注意 し て くだ さい 。 





国志 -让 一 RE 
プレ イヤ ー (あな た ) に は 、 最初 [FB| と 
いう ラン ク が つい て いま す 。[「FB] は ガイ ガ 
ー ル ー プ の 最 下 位 ラ ンク で す 。 相 手 は コン ピ 
ユー タ 。 は や く 、 人 間 の 意地 で 上 位 ラ ンク に 
上 が っ て くだ さい 。 


Ns 
トル ー バ パー と は 、 こ の ゲー ム の コン ピュ ー タ 
側 の 思考 ルー チン の こと で す が 、 1 人 の 人 間 
と し て 扱い ます 。 





部 で P 名 の トル ー パ ー が いま す 。 


画 成 長 す る トル ー パ バー EE 
人 間 は 考え 、 行 動 を 起こ し 、 学 習 し 、 成 長 し 
ます 。 ゲ ー ム に 関し て も 同様 で 、 た いて い の 
プレ イヤ ー は 、 あ る 程度 経験 を 積む こと に よ 
っ て 上 達し 、 よ り 楽 し く プ レイ で きる よう に 
な り ま す 。 
ドル ー パ ー 【 コ シ ピ ュー 思考 ルー チ ツ ) た 
ち も 、 プ レイ ヤー と 同じ よう に 成長 し ます 。 
また 、 ト ルー パー 1] 人 1 人 個性 が ある の で 、 
成長 の 仕方 も 異なり ま す 。 一度 勝っ た トル ー 
バー に 毎回 勝て る と は 言い 切れ ませ ん 。 














画 練 習 と 試合 TT 
この ゲー ム に は 、 練 習 モ ー ド と 試 合 モー ド と 
が あり ます 。 自分 の レベ ル に 合わ せ て 使い 分 
け て くだ さい 。 











MF.V.S.(Fighting Vehicle System) i 
プレ イヤ ー や トル ー パ ー が 乗る 浮上 滑走 型 の 
乗り 物 で 、4 種 類 あり ます 。 

プレ イヤ ー は ビ .V.5. を 操縦 し て 、 ポ ー ル を 軒 
いた り 取 っ た り し ます 。 

機体 の 向き が 固定 され て いる の で 、 ス クリ ー 
ン に は 前 方 の 状況 し か 映り ませ ん 。 

操縦 は 、 操縦 キー の 「 移 動 キー」 を 使用 し ます 。 
・GIG-mk 1 ギグ マー ク 1 

通常 の 試合 (練習 ) で 使用 。 スク リー ン 日 (下 
の 画面 ) 用 。 
-GIG-mk2 ギグ マー ク ら 
通常 の 試合 (練習 ) で 使用 。 スク リー ン A (上 
の 画面 ) 用 。 
*RULER ルー ラー 

その 名 の と お り 、 ト ッ プ ラン カー の 専用 機 。 
優勝 すれ ば 使用 で きま す 。 

































































































































































GIG-mk 1 ギグ マー ク 1 





GIG-mke ギグ マー クロ 


MODULA モジ ュ ラ 





DYRE BE S| 
対戦 者 と の 相対 的 な 運動 方 向 、 速 度 、 距 離 が 、 
「 音 質 」、「 音 量 」、「 ド ッ プ ラー 効果 」 で 判断 で 
きま す 。 ス クリ ー ン に 対戦 者 の F.V.. が 見 
えな く て も どの 辺り に いる の か わか り ま す 。 

衝突 音 も 、 ポ ー ル が 取れ た 場合 、 ポ ー ル に 跳 
ね 返さ れ た 場合 、 対 戦 者 と 接触 し た 場合 、 壁 
に 衝突 し た 場合 で 異な り ます 。 


277 ee 
この ゲー ム は 、 1 対 1 の 戦い で す の で スコ ア 
は あり ませ ん 。 勝 つか 負け る か の み で す 。 

た だ し 、 成 果 は プレイ ヤー 自 身 の ラ ンク と し 
て 表れ ます 。 


1 。 5%w ぃ 
この [DIRES] は 、 ゲ ー ム 中 に 勝手 に デー 
タ を セー ブ し ます 。 よ っ て ディ スク アク セス 
中 は 、 絶 対 に ディ スク を パソ コン か ら 取 り 出 
さ な い で くだ さい 。 





B 870 +75 男 画 画 画 量 画 凍 本 靖 前 凍 天 前 
ゲー ム 性 格 上 、「GAME OVER」 等 の エン 
ディ ング は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 ゲ ー ム 
を 終了 する 場合 は 、 デ ィ ス ク が 作動 し て いな 
いこ と を 確認 し て 、 デ ィ ス ク を パソ コン か ら 
取り 出し 、 電 源 を 切っ て くだ さい 。 (ディ スク 
が 作動 し て いな けれ ば 、 い つ で も か まい ませ ん 。) 


ゲー ム の 起動 方 法 


ゲー ム の 起動 方 法 は 機種 に よっ て 異な り ま あむ 
別紙 の 「 機 種別 ガイ ド 」 を 参照 し て 起動 し て 
くだ さい 。 


—> 0 ミミ) デム 
アツ プス イチ の 設定 
ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 は 機種 に よっ て 異な 
り ま す 。 別紙 の 「 機 種別 ガイ ド 」 を 参照 し て 
くだ ざい 。 

ディ ッ プ スイ ッ チ を 変更 し た 場合 は リセ ッ ト 
ボタ ン を 押し て くだ さい 。 


DLR 
各 キ ー の 機能 説明 
使用 する キー は 、 ゲ ー ム の プレ イ 中 に 使用 す 
る 「 操 縦 キ ー」 と 、 ゲ ー ム の 設定 に 使用 する 
「 制 御 キ ー」 の どら 種類 あり ます 。 
ディ スプ レイ は スク リー ン A と スク リー ン 日 
の 上 下 ら 画 面 に 分 割 さ れ て いま す 。 
スク リー ン A (上 の 画面 ) の 場合 、 ス クリ ー 
YB ( 下 の 画 面 ) の 場合 、 そ れ ぞ れ 操 作 す る 
キー が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


プレ イ 中 に 使用 する キー で す 。 前 後 左右 に 移 
動 す る た め の 「 移 動 キ ー」 と 、 目 的 の 位置 に 
ポー ル を 置く 「 ポ ー ル 配置 キー」 が あり ます 。 
※ 試 合 モ ー ド で は 、 ス クリ ー ン A プ スク リー 
ン 日 に よる 操作 キー の 区 別 は あり ませ ん 。 し 
た が っ て 、 ス クリ ー ン ム 用 スク リー ン 日 用 
の ご どちら で も 使用 で きま す 。 




















移動 キー 

移動 は 4 方 向 の 移動 キー を 使っ て 行い ます 。 
斜め に 移動 する 場合 は 縦 方 向 の 移動 キー と 横 
方 向 の 移動 キー を 組み 合わ せ て 使用 し ます 。 
( 例 : [前 進 」 と [ 右 | で 、 右 斜め 前 方 に 移動 
する 。) 
また 、 正 反対 の 移動 キー を 同時 に 押す こと に 
より 、 そ の 方 向 の 移動 を 止め る こと が で きま す 。 
( 例 : [ 左 ] と [ 右 ] を 同時 に 押す と 横 方 向 に 
は 移動 し な く な る 。 こ ご の 場合 、 縦 方 向 の 移動 
は 影響 を 受け な い 。) 5 
KR 

ゲー ム 前 半 の 、 ポ ー ル を 配置 する 時 点 で 使用 
し ます 。 ポ ー ル は 、 F.V.S. の 前 方 に 置か れ 
る の で 、 な れ な いう ち は 前 進 し な が ら ポ ボー ル 
を 置く と 、 置 いた と た ん その ポー ル に 激突 し 
て し まい ます 。 で すか ら 、 最 初 の うち は 後ろ 
さがり な が ら 配 置 し た ほう が 良い で し よう 。 


ゲー ム の 設定 に 使用 する キー で す 。「 モ ー ド 変 
更 キ ー」、「 ス クリ ー ン 制御 キー」、「 プ レイ ヤ 
一 選択 キー」、「 ト ルー パー 選択 キー」、「 ス タ 
ー ト キー」 が あり ます 。 

モー ド 変 更 キー 

練習 モー ド と 試合 モー ド と を 切り 換え ます 。 
練習 モー ド は 白 の フィ ー ル ド 、 試 合 モ ー ド は 
青 の フ ィ ー ル ド で す 。 プ レイ 中 で な けれ ば い 
つ で も 変更 で きま す 。 


スク リー ン 制 御 キー 
上 下 の ス クリ ー ン の 表示 , 非 表示 を 切り 換え 
ます 。 

・ 練 習 モ ー ド 


















































プレ イヤ ー が ブレ イ す る スク リー ン 以 外 は 、 
すべ て 表示 非 表 示 の 切り 換え が で きま す 。 
・ 試 合 モー ド 

プレ イヤ ー の 試合 以外 は 表示 非 表 示 の 切り 





換え が で きま す 。 試合 中 、 対 戦 相手 の トル 
パー の スク リー ン は 、 強 制 的 に 非 表示 に な り 
ます 。 

※ ス クリ ー ン を 表示 する と 、 コ ンピュータ の 
処理 速度 の 都合 に より ゲー ム が 遅く な る 場合 
が あり ます 。 


プレ イヤ ー 選 択 キー 
・ 練 習 モ ー ド 
ブレイ ヤーVS ブ レイ ヤー 昌志 
ーvs プ レイ ヤー」 を 選択 し ます 。 
また 、 プ レイ ヤー が [SIMULA (シミ ュ ラ )] 
を 持っ て いる な ら 「 ト ルー パーV8 シミ ュ ラ 」、 
「 シ ミュ ラ VS プレ イヤ ー」 が 選択 で きま す 。 
・ 試 合 モー ド 
プレ イヤ ー が | 
っ て いる 場合 、 
し ます 。 


トル ー パ ー 選 択 キー 

・ 練 習 モー ド の み 使 用 

対戦 相手 に トル ー バ パー を 選択 し た 場合 、 ど の 
トル ー バ パー と 練習 試合 を 行う か 選択 で きま す 。 
練習 相手 と し て 選択 で きる の は 、 ブ レイヤー 
と 同 ラ ンク か 、 も し く は プレ イヤ ー よ り 低い 
ラン ク の トル ー パ ー で す 。 

スタ ー ト キー 
プレ イ を スタ ー ト し ます 。 


また 、 プ レイ 終了 の BGM 中 に 押す と 、BGM 
を 省略 し て 次 に 進み ます 。 








「 ト ルー パ 








(SIMULA (シミ ュ ラ )] を 持 
プレ イヤ ー ン ノシ ミュ ラ を 選択 


















スク リー ン A 
タイ マー ムー 
ネー ム プ レー ト A 


パワ ー ゲ ー ジ A 


| スク リロ ツン EER 
ブレ イ の 状況 が 表示 され ます 。 スクリーン A/ ス クリ ー ン 日 の 
上 下 8 種類 あり 、 そ れ ぞ れ 対 応 する 操縦 キー が 異な り まる 

iF.V.B.(Fighting Vehicle System、 乗 り 物 ) の 向 
き は 固定 で すか ら 、 前 方 の み し か 見 えま せん 。 


| タイ マー、 Re 時 


セン ター パネ ル と スク リー ン A/ ス クリ ー ン 日 の あい だ に あ 
DET 上 が 赤 、 下 が 緑 。 画 面 の 両側 か ら 、 画 面 中 央 に 向かっ 
て 伸び て きま す 。 中 央 で 左右 が つなが る と タイ ム オ ー バ ー と 
な り ま お 
る @ タ イム オー バー に な る と 

合 (練習 ) 準 備中 (ゲー ム の 前 半 ) の 場合 


試合 (練習 ) 準 備 ( ポ ー ル を 配置 する ) 中 に タイ ム オ ー バ ー に 
な る と 、 試 合 (練習 ) (ポー ル を 取り 合う ) が スタ ー ト し ます 。 
置き 終っ て いな い ボ ポー ル が あっ て も 無視 され 、 そ の 分 、 相 手 
の ポイ ント と し て ゲー ム の 後半 スタ ー ト 時 に 加算 され ます 。 
つま り 、 す べ て 置き 終ら な いと 自分 が 不利 に な る と いう こと 
CH 

試合 (練習 ) 中 (ゲー ム の 後半 ) の 場合 


試合 (練習 ) 中 に タイ ム オ ー バ ー に な る と 、 プ レイ が そこ で 終 
了 し まあ 結果 は 引き 分 け と な り 、 勝 敗 は ボー ル の 数 に 関係 
な く 、 上 位 ラ ンク の ぼう の 勝ち に な り ます 。 











ボボ ワー ゲー ジジ 


ネー ム ブ プレ ー ト B 





タイ マー 日 


スク リー ン 日 


BYS—NAlb 


ネー ム プ レー ト と パワ ー ゲ ー ジ を 含ん だ 部 分 で す 。 


ネー ム プ レー ト 
セン ター バネ ル の 上 下 に あり 、 上 は スク リー ン A の 、 下 は ス 
クリ ー ン 日 の ブレイ す る 者 の ラン ク と 名 前 を 表示 し ます 。 
トル ー バ パー なら そ れ ぞ れ の 名 前 が 、 プ レイ ヤー な ら | NIN- 
GEN| と 表示 され ます 。 ブレ イ が 進み 、 ど ちら か が 先 に ポー 
ル を B 個 取る と 、 員 け て いる ほう の ネー ム ブ レー ト が 点滅 し 
まま 


パワー ゲー ジ 

セン ター パネ ル の 中 央 に ら つ あり ます 。 スク リー ン ム A 用 = 赤 
/ ス クリ ー ン 日 用 = 緑 。 

合 (練習 ) 準 備中 (ゲー ム の 前 半 ) の 場合 

配置 し て いな い ポ ー ル 残 数 か 表示 され ます 。 ボー ル と 同数 
の 16、 赤 、 緑 合わ せ て 3Z 個 あり ます , ポー ル を 置く ご と に 、] 個 
ずつ 消え ます 。 

試合 (練習 ) 中 (ゲー ム の 後半 ) の 場合 
取っ た ポー ル の 数 だ け 点 灯 し ます 。 画 面 の 両側 か ら 、 画 面 中 


央 に 向かっ て 伸び て きま すむ, どちら か が 先 に B 個 を 越え る と 、 
負け て いる ほう の ネー ム プ レー ト が 点滅 し ます 








練習 モー ド 介 の カール ド ) 


何 を 行う に し て も 練習 する こと は 大 切な こと 
tS. CO DIRES | に お いて も 、 練習 を せ 








ト \— vs プレ イヤ ー 





ず し て 上 位 ラ ンク へ ヘ 上 が ろう と する の は 時 間 
と 労力 の ムダ で す 。 キッ チリ と 練習 し まし よう 。 
COMBE-K TI. [F.V.S. (Fighting 
Vehicle System, 乗り 物 )] の 操縦 や 動作 
の 特性 、 ポ ー ル の 取り 方 等 の 基本 テク ニッ ク 
を 磨い て くだ さい 。 
この モー ド に は 、「 プ レイ ヤーA vs プレ イヤ 
日 」、「 ト ルー パー vs プレ イヤ ー」 が あり 
ます 。 
また 、 プ レイ ヤー が 1BIMMULA (シミ ュ ラ )] 
を 持っ て いる な ら 「 ト ルー パー V5 シ ミュ ラ 」、 
「 シ ミュ ラ VS プレ イヤ ー」 が 選択 で きま す 。 
選択 は 「 プ レイ ヤー 選択 キー」 に よっ て 行い 
ます 。 


プレ イヤ ーA vs プレ イヤ ー 昌 


ネー ム プ レー ト の 表示 

員 [NINGEN] グ 中 [NINGEN] 

普通 の ゲー ム で 言う と ころ の 「 ら ブレ イヤ ー」 
用 で す 。 

スク リー ン A プ スク リー ン 日 と も に 人 間 が 使 
用 し ます 。 

人 で 、 お 互い 相手 の 戦略 を 推測 し な が ら 「 わ 
あわ ぁ 上 きゃ っ きゃ | 」 騒 いで 行っ て も 良い 
で すし 、] 人 ら 役 で 、 ゆ っ くり 練習 する の も 
良い で し ょ う 。 









































ネー ム プ レー ト の 表示 

上 [( ト ルー パー 名 ) 147 NINGEN] 
また は 

£ ININGEN. / PB [( ト ルー パー 名 ) | 
こち ら は 普通 の ゲー ム で 言う と ころ の 「1 プ 
レイ ヤー」 用 で す 。 

「 ト ルー パー 選択 キー」 に よっ て 、 練 習 相手 
の トル ー パ ー を 選択 で きま す が 、 プ レイ ヤー 
身 と 同 ラ ンク 、 も し く は 下位 ラン ク の トル 
ー パ ー し か 選択 で きま せん 。 

(fl: プレ イヤ ー が ロラ ンク な ら ば 、 D/E 




















プ F ラ ンク の トル ー パ ー が 選択 で きる 。 ま た 、 


プレ イヤ ー が F ラ ンク な ら ば 、 ビ ラン ク の ト 
ルー パー の み 選 択 で きる 。) 

また 、 プ レイ ヤー は 「 ブ レイ ヤー 選択 キー」 
に より 、 ス クリ ー ン A〆 ア スクリーン 日 の ど ち 
ら で も 使用 で きま す 。 

「 ス クリ ー ン 制御 キー」 に より 、 ト ルー パー 
側 の スク リー ン は 表示 非 表示 が 選択 可能 。 
(プレ イヤ ー 側 は 表示 に 固定 で す 。) 


ネー ム プ レー ト の 表示 

4 [( ト ルー パー 名 )」 プ ンド (SIMULA 
また は 

B [SIMULA」 ノ や [( ト ルー パー 名 ) 
プレ イヤ ー が 自分 の 分 身 [SIMULA ( シ 
15) を 持っ て いる 場合 の み 使 用 で きま す 。 
よう ずる た " 紀 多 ピュ ー ダ ツ ョ コジ ピュ ー タ : 
な の で す が 、 シ ミュ ラ を 成長 させ る と き に 使 
し ます 。 

「 ト ルー パー 選択 キー」 に よっ て 、 練 習 相手 


























ln 



































の トル ー パ ー を 選択 で きま す が 、 シ ミュ ラ の 
ラン ク (プレ イヤ ー と 同じ ) と 同 ラ ンク 、 も 
し く は 下位 ラン ク の トル ー パ ー し か 選択 で き 
ませ ん 。 

また 、「 プ レイ ヤー 選択 キー」 に より 、 シミ ュ 
ラ を スク リー ン A プ スク リー ン 日 の どちら に 
で も 割り 当て る こと が で きま す 。 

「 ス クリ ー ン 制御 キー」 に より 、 両 スク リー 
ン と も に 表示 非 表 示 が 可能 で す 。 


ネー ム プ レー ト の 表示 

& [SIMULA]/@® [NINGEN] 

また は 

® [NINGEN]/® [SIMULA] 

これ も 、 プ レイ ヤー が シミ ュ ラ を 持っ て いる 
場合 の み 使用 で きま す 。 

プレ イヤ ー が 、 直 接 に 練習 試合 を し て シミ ュ 
ラ を 教育 成長 させ る と き に 使用 し ます 。 
シミ ュ ラ は 最初 、 ゲ ー ム の 基本 ルー ル 以 外 は 
何 も 知 り ま せん 。 動 きす ら ぎ こち な いも の で 
す 。 で すか ら 、 こ こ で 「 置 き 方 の テク ニッ ク 」、 
「 取 り 方 の テク ニッ ク 」 ど 系 統 で 鍛え て あげ 
て くだ さい 。 

「 プ レイ ヤー 選択 キー」 に より 、 シ ミュ ラン 
プレ イヤ ー を スク リー ン A プ スク リー ン 日 の 
どちら に で も 割り 当て る こと が で きま す 。 

「 ス クリ ー ン 制御 キー」 に より 、 シ ミュ ラ 側 
の スク リー ン は 表示 非 表 示 が 選択 可能 。 
(プレ イヤ ー 側 は 表示 に 固定 で す 。) 






































ST AE=N ; 
ON ret So74-1k) 
練習 モー ド で [F.V.S. (Fighting Vehi- 
cle System, 乗り 物 ) ] を 自由 に 操縦 で き 
る よう に な っ た ら 、 今 度 は 試合 モー ド で 実力 
を 試し て みて くだ さい 。 





Ruler of giger-loop 





A ラ ンク =1 人 | 
al (bl. 





日 ラン ク =1 人 








C ラ ンク =3 人 | 

















dl d3 de lel 





el 8 e&& 曲 


el eå eS e7 eg e4 e6 fl 


F ラ ンク =7 人 


fl 人 fe 6 





fl fa f5 f7 fe f4 fB Player f8 








試合 は すべ て トー ナメ ント 方 式 で 行わ れ ま す 。 
プ ブ プレイヤー 及び Pp 人 の トル ー バ パー 全員 に ラン 
ク が つい て いま す 。 

ラン ク は A か ら F の B 段 階 に 分 か れ て いて 、 








F ラ ンク : トル ー パ ー7 名 プレ イヤ ー の 合 
計 日 名 i 
ビラ ンク : 7 名 キラ ンク の 勝者 の B 名 
ロラ ンク : 3 名 キモ ラ ンク の 勝者 の 4 名 
ロラ ンク : 名 キリ ラン ク の 勝者 の 4 名 
ロラ ンク : 1 名 ラン ク の 勝者 の ら 名 
ムラ ンク : 1 名 ロラ ンク の 勝者 の ら 名 

と 、 そ れ ぞ れ の ラン ク 内 で トー ナメ ント 戦 を 
行い ます 。 


プレ イヤ ー は 最初 、「FB] (F ラ ンク の B 位 、 
ガイ ガー ルー プ の 最 下位 ) か ら ス ター ト で す 。 
対戦 する トル ー パ ー は [F 6 : GALLOT.. 
lt [F B]、 つ まり プレ イヤ ー と 同じ ビラ ン 
ク の B 位 で す 。 ネ ー ム プレ ー ト に は 「[FB : 
GALLOT] & [F8 : NINGEN] が 表示 
され ます 。 
プレ イヤ ー が 勝て ば 、 そ の 次 に |F5] vs [IF 
7), (F@lvslF Al. [F 11vs (Pale. 
8 試合 続き ます 。「 ト ルー パー vs トル ー パ 
ー」 の 試合 も すべ て 実行 する の で 、 ブ プレイヤ 
ーー は その 8 試合 中 は 待た な けれ ば な り ま せん 。 
スク リー ン を 消し た まま 「 ス ター トー キー」 

を 押し て 早送り に する も 良い し 、 ス クリ ー ン 
を 表示 し て トル ー バ パー の 戦法 を 勉強 する の も 
良い で し ょ う 。 
他 の ラン ク の 試合 も 同様 に 進行 し ます 。 




















ラン ク の 移動 
試合 に 勝つ の と 負け る の で は 大 違い 。 
勝っ て 順調 、 負 けれ ば 奈落 の そこ へ …。 


勝っ た 場合 

トー ナメ ント 方 式 で す の で 、 勝 ち 続 けれ ば き 
熱 ラ ラッ クア ッ プ し ます 。 
最初 の 試合 に 勝つ と 、 プ レイ ヤー は [FB」 
に な り 次 は [IFB [F 4」 の 戦 者 と 戦い ます 。 
勝ち 進み その ラン ク の 勝者 に な る と 、 上 位 の 
ラン ク に 格上げ され ます 。 プ レイ ヤー が F ラ 
ンク を 制覇 し て [F 1 に な る と |IEBj と 、 
[ET] に な る と [DB! と 戦い ます 。 


負け た 場合 
負け た 場合 、「 ラ ンク ダウ ン す る 」 と き と 、「 ラ 
ンク ダウ ン し な い 」 と き が あり ます 。 

「 ラ ンク ダウ ン す る 」 の は 、 プ レイ ヤー が 
分 より ラン ク が 下位 の トル ー パ ー に 負け た 場 
合 で す 。 
この と き 、 プ レイ ヤー が 負け た 相手 の ラン ク 
に な り 、 も う 一 度 、 そ の ラン ク の トー ナメ ン 
ト の 一 番 下 の 試合 か ら 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
例え ば 、 プ レイ ヤー が 「[F ] ] の と き 、 [FS 
F5] vs |F 7] の 勝者 ) と の 試合 で 負け 
し ます 。 プ レイ ヤー の ラン ク は 「F5」 
り 、 次 の 対戦 相手 は [F 7 の トル ー パ 
な り ま す 。 

レイ ヤー が DE] Oe. Bay 
BECHS [E1] と 戦っ て 負け る と 、 
å [E1] に な り 、 ピラ ンク の 一 番 下 の 

[Ell VS【E3! か ら 再 スタ ー ト する 
に な り ま す 。 

「 ラ ンク ダウ シン し な し い 』 の は 、 プ レイ ヤー が 
自分 より 上 位 ラ ンク の トル ー パ ー に 負け た 場 
合 で す 。 


















































bm ORT st 





HOU] eA 

















この と き 、 員 けた 時 点 の ラン ク の まま 、 そ の 
ラン ク の トー ナメ ント の 一 番 下 の 試 合 か ら 始 
まり ます 。 

例え ば プレ イヤ ー が 「[E5. の と き 、 
(Ellvs [E3] の 勝者 ) | と の 試合 で 負け 
た と し ます 。 す る と 次 は (ES) の まま ビラ 
ンク の 試合 か ら ス ター ト し ます 。 


[ET 


試合 モー ド で は ラン ク の 上 下関 係 が その まま 
ディ スプ レイ に 現われ ます 。 
つま り 、 上 位 ラ ンク の 者 は スク リー ン A (上 





じ で す 。 そ し て 、 プ レイ ヤー の 代わ り に 試合 
に 出場 させ る こと が で きま す 。 

シミ ュ ラ は プレ イヤ ー の 分 身 で す の で 、 シ ミ 
ユラ が 負け れ ば 当然 プレ イヤ ー の ラン ク に も 
影響 が で ます 。 つ まり 、 シ ミュ ラ の ラン ク が 
変わ れ ば 、 ブ レイ ヤー の ラン ク も 同様 に 変動 
し ます 。 

練習 モー ド で 充分 鍛え て か ら の ほう が 良い と 





プレ イヤ ー と シミ ュ ラ の 切り 替え は 「 プ レイ 
ヤー 選択 キー」 で 行い ます 。 
な お 、 プ レイ ヤー シミ ュ ラ 側 の スク リー ン 





の 画面 )、 下 位 ラ ンク の 者 は スク リー ン 日 ( 下 の 
画面 ) と な る わけ で す 。 
プレ イヤ ー の 試合 の 場合 、 操 縦 キ ー は スク リ 

ン A 用 ノ ス ク リー ン 日 用 の どちら で も 同じ 
よう に 操縦 で きま す 。 使 いや すい 方 を 使用 し 
て くだ さい 。 

















「 ト ルー パー VS プレ イヤ ー」 と 
「 ト ルー パー VS シミ ュ ラ 」 


NMS Bar 
ネー ム プ レー ト の 表示 

B |( ト ルー パー 名 ) AF [NINGEN]! 
また は 

上 [NINGEN (トル ー バ パー 名 ) 


wl avs ジジ きき a ラ 

ネー ム プ レー ト の 表示 

B 「( ト ルー パー 名 )1/ 下 [SIMULA 
また は 

EB [SIMULA]/® [( ト ルー パー 名 )] 
ロラ ンク で 優勝 する と 、 ト ルー バー の 卵 [SI- 
MULA (シミ ュ ラ ) が も ら え ます 。 

シミ ュ ラ は プレ イヤ ー の 分 身 で 、 ラ ンク も 同 





は 表示 に 固定 、 ト ルー パー 側 の スク リー ン は 
非 表 示 に 固定 で す 。 


SIMULA( シ ミュ フ ) 
[SIMULA] と は 


プレ イヤ ー が ロラ ンク で 優勝 する と 、 ト ルー 
パー の 卵 、 つ まり 新品 の コン ピュ ー タ 思考 ル 
ー チ ン [SIMULA( シ ミュ ラ )| が 手 に 入り 
ます 。 

シミ ュ ラ は プレ イヤ ー の 分 身 で す 。 

プレ イヤ ー の 代わ り に シミ ュ ラ を 試合 モー ド 
で 戦わ せる こと が で きま す 。 そ の 場合 、 試 合 
の 結果 に よっ て プレ イヤ ー 自 身 の ラ ンク が 変 
動 し ます 。 

シミ ュ ラ は まだ 「 卵 」 で すか ら 、 ゲ ー ム の 基 
本 的 な ルー ル を 知っ て いる だ け で 、 ポ ー ル の 
置き 方 や 取り 方 等 の テク ニッ ク は まっ た く あ 
り ま せん 。 

し た が っ て 、 そ の まま 試合 モー ド で 戦わ せる 
と 惨敗 し ます 。 シ ミュ ラ は プレ イヤ ー の 分 身 
で す の で 、 当 然 、 プ レイ ヤー の ラン ク も 下 が 
り ま す 。 























[SIMULA] を 強く する に は 
シミ ュ ラ も 、「 卵 」 で は あり ます が 、 他 の トル 
ー パ ー と 同様 の コン ピュ ー タ 思考 ルー チン で 








す 。 当 然 、 自 己 学習 し 成長 し ます 。 経験 を 積 
め ば そ れ な り に 成長 し ます 。 

シミ ュ ラ を 強く する に は 3 つの 方 法 が あり ます 。 
D 試合 モー ド で 戦わ むせ 、 ラ ンク が 下り 続け 
て も 我慢 し て 、 成 長 す る の を ひたすら 待つ 。 
2 練習 モー ド で シミ ュ ラ を 呼び 出し 、 プ レ 
イヤ ー が 直接 戦っ て 教育 する 。 
③ 練習 モー ド で シミ ュ ラ を 呼び 出し 、 他 の 
トル ー パ ー と こと 戦わ せる 。 
① は 、 プ レイ ヤー の 負担 が 軽い 反面 、 シ ミュ 

















下がら な いで し ょ う 。 

は 、 ラ ンク が 下がる 心配 は あり ませ ん が 、 
① と 同様 、 成 長 が お そく 、 対 戦 する 相手 か ら 
受け る 影響 が 強く 現われ ます 。 

た し か に 、 ら の 方 法 が 良い の で す が 、① や ③ 
の 方 法 は 結果 が 予想 で き な い の で 試し て みる 
の も お も し ろ い か も 知れ ませ ん 。 も ちろ ん 、 
各 方 法 を 併用 する こと も で きま す 。 


[SIMULA ORE! 
ガイ ガー ルー ブ プ の トル ー パ ー は 、 全 部 で 人 
いま す 。 平凡 な 者 、 頭 が 良い 者 、 テ クニ ッ ク 
の み が 優 れ て いる も の 、 い ろ い ろ な トル ー パ 
ー が いて 、 そ れ ぞ れ 得意 な こと 、 苦 手 な こと 
が あり ます 。 
な か に は 、 ブ レイヤー が 毎回 簡単 に 勝て る ト 
ルー パー も いる で し ょ うし 、 何 回 戦っ て も 勝 
て な い ト ルー パー (プレ イヤ ー の 性 格 に よっ 
て 異な り ま す が …) も いる で し ょ う 。 
同様 に 、 ト ルー パー の な か に も 「 人 間 に は 強 
い が 、 コ ンピュータ に は 弱い 」 と いう 者 も い 
ます 。「 何 回 戦っ て も 勝て な い 」 と いう よう な 
易 合 に は 、 試 し に シミ ュ ラ に 戦わ せる の も 良 
いか も し れ ま せん 。 

プレ イヤ ー の 弱点 を 補 わ せる こと も で きま す 。 
プレ イヤ ー が 、 苦 手 と する 相手 の 戦法 の まね 
を し て シミ ュ ラ と 練習 し て いれ ば 、 や が て シ 
ミュ ラ は 必勝 法 を 見 つけ る で し ょ う 。 

シミ ュ ラ の 有功 利用 な くし て は 、 ガ イガ ー ル 




































































ラ の 成長 が お そく 、 ラ ンク が 最 下 位 ま で 下 が 
り ま す 。 ま た 、 対 戦 する 相手 か ら 受 ける 影響 
が 強く 現われ ます 。 
は 、 ブ プレ イヤ ー に と っ て は そう と う の 人 負担 
に な り ま す が 、 成 長 が は や く 、 直 接 接 し て い 





ー プ 制覇 は 成 し 得 ま せん 。 


一 度 、 あ た えら れ た シミ ュ ラ は も う ブ プレ イヤ 
ー の も の で す 。 い くら ラン ク が 下 が ろ うと も 











る た めか 素直 に 育ち ます 。 ま た 、 充 分 な 教育 


没収 され る こと は あり ませ ん 。 安心 し て ご 使 











の 後 で 試合 モー ド に 移 れ ば 、 ラ ンク は あま り 




















くだ さい 。 


トド レー パー リス ト 


































































































1 |K > 
ラン キン グ は 初期 状態 の も の で す 。 試合 経過 トニ ae ER ンク 
に より 変動 し ます 。 、 | 
3 | ZANZIBAR ザン ジ バ ル 
4 APPROX アフ ロク ス 
5 | DODGEM ドッ ジ 
6 | BALLOT | ギャ ロッ ト 
7 | MOHAWK | モー ホー ク 
Boyz 
© 
1 | NAZUMO ナ ズ モ トレ ー パ ーBEST10 
CAKHA (チャ クラ ) 
年 齢 不明 性別: 不明 (FRE?) 
1 | AREZ MAN アー スズ マッ 詳細 不明 。 その 体内 か ら 放出 され る 生体 エネ 
2 | BLOODY FT Trene. 
a er Fj 1 = 京 ク Do 
[89 ANAPHGRIS アナ ポリス | 詳 か ら と も な く チ ャ クラ (生命 の 源 ) と 呼ぶ 
よう に な っ た 。 
ロラ ング NAZUMO (チズ モ ) 
T|EVAG エヴァ C 年 齢 : 9 歳 性 別 : 女 性 
| 2 | WON LEE ウォ ン リ ー | ガイ ガー 研究 所 で 思考 改造 、 及 び 洗 脳 を 受け 
8 | SYANBALA シャ ン バ ラ | た PT (パー フェ クト トル ー バ パー)。 
ガイ ガー 教授 の 一 人 娘 「Nature M.Giger 
(10 年 前 、 ガ イガ ー 研 究 所 内 で 起き た 提 発 事 
故に より 死亡 。 当 時 14 歳 )』 に うり ふた つ で あ 
1 | RABIDLY ラビ ドリ ー る こと か ら 、 彼 女 の ク ロー ン で ある 可能 性 が 
21 DOGURA ドグラ | 強い 。 公 式 戦 は 今回 が 初 参加 の た め 「NAZU 
> ma == MD」 に 関す る デー タ は 、 ほ と ん ど な い に 等 
4 | FA MAS | ファ マス rå 生前 の 「NatUre」 は 知能 指数 305 
| こぶ で NU, I J 能 指導 
TA オン ツン 」 (1 誠 当 時 ) で 、 特 に 記憶 と 推理 に お ける MA 
B | FATIMA ーー フ ア テ イマ | が 4U 歳 を 越え る と いう 天才 で あっ た こと を 考 
| 7 | GENES | ジェ ネス 慮 に いれ る と 、 彼 女 の 戦力 も 驚異 的 な も の で 














ある こと は 確実 で ある 。 

現在 の 、 総 合 ら 位 (ロラ ンク 1 位 ) と いう 地 
位 は 「DAKHA」 と の 非 公 式 戦 の あと に 「CA 
KRAJ が 直々 に 認定 し た も の で ある 。 


NS SVAN NCEP) 

年 齢 ・P5 歳 ER): 男性 

ガイ ガー 研究 所 の 研究 員 。 ガ イガ ー ル ー プ の 
シス テム 研究 開発 に 携わっ て いる 。 

ガイ ガー ルー プ の シス テム を 知り つく し て い 
る た め 、 そ の ポー ル 配 置 法 に は 定評 が ある 。 
また 、 ガ イガ ー ル ー プ シス テム デバ ッ グ の 鬼 
と の 異名 を も つ 。 


BLOODY USIT まま まま まま 
年 齢 ・38 歳 性別: 男性 

限定 人 格 改造 剂 、 物 质 分 解 再 生 装置 、 时 空 稳 
等 を 発明 し た マッ ドサ イエ ン テ ィ スト 。 
薬物 投与 に よる 強化 人 間 で も あり 、 明 間 記 憶 
度 、 シ ナブ ス 問 伝達 速度 は 以上 に 高い 。 


ANAPHORIS (アナ ポリ ス ) 
E 齢 :17 歳 。 性別: 女性 
「 神 々 の 申し 子 」 と 呼ば れる が 、 詳 細 は 不明 


年 齢 :PH 歳 性別 : 女 性 

サイ コキ ネ シ ス ト 。 幼少 の 頃 か ら 、 イ ギリ ス 
の 「 ジ ョ ル ジ ュ ・ デ ュ マ 超 能 力 研究 所 」 で さ 
まで ざま ね な 実験 、 研 究 が 行わ れ 、 不 完全 な が ら 
も 超 能 力 者 と し て 覚醒 する 。 ポー ル を 取る テ 
クニ ッ ク に は 、 そ の 力 が 顕著 に 表れ て いる 。 


by 








WON LEE 馆 才 2 一 ) 
E 齢 :10g 歳 VER): BIE 
華 信 。 バ イオ テク ノロ ジー を 主力 と し た 中 国 


by 
































系 企業 「 龍 星 化学 社 」 の 会 長 。 同 社 の 「 龍 星 
人 ハイ テッ クラ ボ 」 が 開発 し た 「 自 己 増殖 型 人 
工 筋 肉 束 」 と 「 神 経 東 」 お よび 臓器 の 移植 に 
より 運動 能力 、 情 報 処理 能力 を 増強 し た 「 八 
イ パ ー じ じい 」。 


年 齢 :18 歳 性別: 男性 

誕生 直後 、 自 ら 七 歩 あ ゆみ 「 天 上 天下 唯 我 独 
Må (あめ が うえ 、 あ め が し た 、 わ れ に まさ る 
ほぼ とけ な し )」 と 声高 ら か に 降誕 宮 言 を し た と 
いう 。 こ の た め 「 釈 迎 」 の 再来 と いわ れ 、 あ 
が め 奉 られ る 。 僧 信 。 


年 齢 :19 歳 性別: 男性 

性 格 凶暴 。 その 戦闘 能力 に は 目 を 見 張る も の 
が あり 、 こ こ (ヒラ ンク 位 ) まで は 無敗 で 
ある 。 し か し 、 ガ イガ ー ル ー プ に 関す る 知識 
と 経験 に 之 し く ラ ンク 止ま り で ある 。 ポ ー 
ル の 配置 法 に よっ て は 上 位 ラン ク に あがる 可 
能 性 も ある 。 

名 前 は 「HABIDLY DOG (狂犬 )」 か らき 
て いる 。 

また 、 人 々 は 彼 を 「 狂 気 の ゲー マ ー」 と 呼ぶ 。 


DOGURA と MAGUHA 


DOGUHA (ドグラ ) 

年 齢 ・13 歳 性別: 男性 
MAGURA (マグ ラ ) 

年 齢 :13 歳 性別: 女性 

ドグラ と マグ ラ は 到 子 (一 卵 性 双生児 ) で ある 。 
遠隔 感応 が 強く 、 お 互い に 相手 の 体験 を 疑似 
体験 と し て 取り 入れ る こと が で きる 。 し た が 
っ て 一 方 が 試合 を し な く て も 、 も う 一 方 の 試 
合 経験 に より 成長 する 場合 が ある 。 
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| は じゅ に 


この 章 を 開い た あな た は ぎっ と この よう に 考 
えて いる の で し ょ う 。「 も し か し た ら 、 こ の ゲ 
ー ム に は 必勝 法 が ある の で は な い だ ろ うか 」。 


講師 / ガ イガ ー 研 究 所 Atomic.K.Fukutomi 氏 


ゲー ム 事 態 は 実に 単純 な ん で すか ら 、 初 心 者 
の 方 は 、 ま ず 自 由 に 移動 が で きる よう に な っ 
て か ら こ の 章 を 開い た ほう が よろ し いと 思い 
ます 。 
つま り 、[DIRES] は 、 自 分 で 思っ た まま に 






























































そし て 、「 そ れ は ポ ボール の 置き 方 、 取 り 方 に 光 
く 関 わっ て いる の で は な い だ ろ うか 」 と 

も し 、 今 、 こ の 章 を 開い た あな た が まだ 初心 
者 で ある な ら ば 、 そ の 答え を 求め る の は まだ 
早 すぎ る と 言え ます 。 そ の よう な 方 は 、 も っ 


と ブレ イ し て ゲー ム の 感覚 を つか ん で くだ さい 。 


し か し 、「 ど う や っ て も ある レベ ル 以 上 の トル 
ー パ ー に 勝つ こと が で き な い の は 、 自 分 の 手 
法 が 間違っ て いる た めで は な いか 」 と 、 思 う 
ほど [DIRES] を プレ イ さ れ た あな た 、 そ 
う 、 き っ と 、 あ な た の お 役 に た て る こと が こ 
こ に 書か れ て いる と お 約束 で きる で し ょ よう 。 
F.V.S.(Fishting Vehicle System) 
を 思う が まま に コン トロ ー ル が で き 、 も た も 
た 動か な く て も 充分 な くら い 自 由 に 移動 が で 
きる の に 、 な ぜ か 負け て し まう 。 

将棋 や チェ ス で た と える な ら 、 駒 の 動き は 良 
く 分 か っ た 、 ル ー ル も よく 分 か っ た 、 だ けど 
どん な 風 に F.V.. を 動か せ ば 勝て る ん だ ろう 、 
と 悩ん で いる 方 の お 役に立ち ます 。 











自由 に 移動 が で きる まで は 、 余 り 複 雑 に 考え 
な いぼ ほう が 良い 、 と 言う こと で す 。 

実際 に [DIHES] を ブ プレイ な さっ て 、 あ な 
た は ご の よう な 感想 を お 持ち で し ょ うか 。 
な か な か 自分 の 正確 な 位置 を つか むこ と が で 
寺 な いた め に 、 思 っ た と ころ へ 行く こと が で 
寺 ず 、 ポ ボー ル を 取り 損ね た り 、 も う 何 も な い 
と ころ を うろ うろ し て 無駄 な 時 間 を 費やし た 
り 、 自 分 の ポー ル を 置 こう と 思っ た と ころ を 
見 失っ た り 、 間 違っ て 自分 の ポー ル を 取っ て 
し まっ た り し ませ ん で し た か 。 
そう な ん で す 、 こ の ゲー ム に こと っ て 最も 重要 
な こと は 「 自 分 の 位置 を 正確 に と ら え る 」 と 
いう こと な の で す 。 

自分 の 位置 が 分 か っ て いれ ば 、 相 対 的 に トル 
ー パ ー の 位置 も ポ ボール の 位置 も 分 か る は すず で む 
初め の うち は 、 ゲ ー ム が スタ ー ト し た と き に 
自分 の いた 位置 か ら ど れ く らい の 場所 に いる 
の か 、 く らい で も 充分 で す が 、 最 終 的 に は マ 
ッ プ の 中 で の 自分 の 位置 を 正確 に 把握 し て い 












































る こと が 要求 され ます 。 

自分 の 位置 が 正確 に 分 か っ て いな けれ ば 、 こ 
こ で 解説 する こと も 無 意 味 に な っ て し まい ま 
す の で 、 自 由 に 移動 が で きる よう に な っ た 方 
は 次 の ステ ッ プ と し て 、 現 在 の 自分 は どこ に 
いる の か 、 を 把握 で きる よう に な っ て か ら こ 
の 章 を 開き 直さ れ た 方 が 良い の で す 。 

これ まで の 条件 を クリ ア さ れ て いる あな た は 、 
も う 既 に 随分 高い レベ ル の トル ー パ ー こ 戦っ 
て いる の で し ょ う 。 

それ な の に 、 何 故 負 け て し まう の か が 不思議 
で し ょ う が な いと 思っ て いる の で し ょ う 。 
も し か し た ら 、 コ ンピュータ ー は 全部 の ポー 
ル の 位置 を し っ て いて 取る の で あな た が 負け 
て し まう の か と 疑っ て は いま せん か 。 

そん な こと あり ませ ん 、 コ ンピュータ も 全く 
あな た と 同じ 条件 で プレ イ し て いる ん で す 。 
視界 に 入っ た ポー ル だ けし か 記憶 で きま せん 
し 、 見 えな いと ころ で 取ら れ て し まっ た ポー 
ル に は 気付 きま せん 。 

本 当 に 、 あ な た と 同じ 条件 な ん で す 。 

で は 、 何 が 違っ て いる の か 。 

それ を これ か ら 説 明 し まし ょ う 。 

行き づま っ て し まっ た あな た に 、 よ り 楽 し く 
プレ イ し て 頂く た め 、 こ の [DIRES] OF 
ー ム 設定 を も う 一 度 説明 し まし ょ う 。 

ゲー ム フ ィ ー ル ド は 、 横 が 8、 縦 が 80 の 帯状 
の も の を 円 筒 拓 に まる め た ルー ブ プ 構 造 で す 。 
と いう こと は 、 と も すれ は ば 自分 の 場所 を 見 失 
い が ち に な っ て し まう 可能 性 が ある わけ で す 。 
し か し 、 た だ 漫然と 自分 の ポー ル を 配置 し て 
さえ いな けれ ば 、 自 分 で 配置 し た ポー ル の パ 
ター ン は 認識 で きる は ず で すね 。 

つま り 、 自 分 が 置い た も の で あっ て も トル ー 
パー が 置い た も の で あっ て も 、 意 識 的 に 配置 
され た ポー ル は その パタ ー ン を 見 る こと で 、 





全体 の マッ プ に お ける 座 宰 の 判断 の 助け に も 
な る は ず な ん で す 。 

後述 し ます が 、 当 然 と り に くい ポー ル の 配置 
や 、 ト ルー バー に トル ー バ パー 自身 の パタ ー ン 





を 簡単 に は 置か せな いよ うな 戦術 も あり ます 。 
し か し 、 ま す 大 切な こと は 自分 で 配置 し た ポ 
ー ル の 配置 の 一 部 を 見 れ ば それ が 、 ど の 部 分 
な の か 瞬間 的 に 理解 が で きる ほど 位置 感覚 を 
磨い て いた だ きた いと 思い ます 。 

自分 で 自由 に ポー ル の 配置 が で き 、 ま た その 
どの 部 分 で あれ 見 た だ け で それ が 理解 で きる 
よう に な っ た ら 、 そ ろ そ ろ 考 えな が ら ポ ー ル 
を 配置 し こみ まし ょ う 。 

自分 が た だ 置 寺 や すい 、 と 言う こと は トル ー 
バー に と っ て も と り 易 いこ と が 多い の で す 。 
効果 的 に 、 意 図 的 に ポー ル を 配置 し 、 そ の こ 
と が トル ー バ パー の 行動 に 混乱 を 招く よう に 配 
置 で きれ ば 、 戦 略 的 に も 劣る こと は あり ませ 
ん 。 そ の た め に は 、 こ の [DIRES] の 細か 
な 設定 を 理解 し て 頂 か な く て は な り ま せん 。 
か な り プ レイ され た あな た は 既に 御 気付 きか 
も 知れ ませ ん が 、 最 大 の スピ ー ド で 移動 で き 
る 縦 : 横 の 比率 は 4 : 1 で す 。 つ まり 、 最 大 
スピ ー ド で 縦 方 向 に 4 移動 する あい だ に 、 横 
方 向 は 1 移動 で きる と いう こと で す 。 

し た が っ て 、 図 1 の よう な 配置 は 非常 に 取り 
に くい も の と な り ま す 。 

この こと は 、 あ な た に も コン ピュ ー タ に も 同 
じ こ と で す 。 

この バ パターン を 組み 合わ せる の は 常 奏 手 段 と 
いえ る で し ょ う 。 

更に スタ ー ト 直後 の スピ ー ド こ 終 盤 の スピ ー 
ド の 差 に は 御 気付 き を で し ょ うか 。 

ポー ル を 取れ ば 取る ほど スピ ー ド (エネ ル ギ 
一 ) が 高く な り ま す 。 

つま り 後 半 に な る ほど 早く な る 訳 で す 。 






























































更に 重要 な こと と し て 、 こ れ ま で に も 「 常 に 
自分 の 位置 を 把握 し て 下さ い 」 と 書い て きま 
し た が 、 ト ルー バー の 置い た ポー ル の 位置 も 
同時 に 記憶 し て いか な けれ ば な り ま せん 。 

自分 の 配置 し た ポール と トル ー パ ー の 配置 し 
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その 比率 は 、 最 初 : 最後 と し ます と : 3 に 
も な り ま す 。 
この スピ ー ド と ポー ル の 取れ る 力 は 密接 な 関 
係 に あり ます 。 
ポー ル を 取る の に 必要 な スピ ー ド は 一 定 な の 
で す が …。 


スタ ー ト 直後 は 最大 の スピ ー ド で ボー ル に ぶ 
つか ら な いと 取れ ませ ん が 、 最 後に は 最大 の 
8/3 の スピ ー ド (エネ ルギー) で ポー ル は 取れ 
る よう に な っ て いま す 。 

そし て 、 こ の 時 の 余っ た 力 は その 時 (ポール 
に 衝突 し た 時 ) の 方 向 を 維持 し ます 。 

と いう こと は 、 最 初 の うち は 加速 し て 最大 ス 
ピー ド で ポー ル を 取っ て も 止ま っ て し まっ た 
の に 、 後 半 で は まだ 進行 方 向 に 動き 続け る わ 
け で す 。 

する と 、 前 記し た 1 図 の 配置 が 意味 を な さ な 
いこ と も ある 訳 で す 。 

ポー ル を 取り 損ね た 時 な ど に 、 跳 ね 返さ れ て 
し まい ます が 、 こ の 時 も 跳ね 返 ぐ れ た 方 向 に 
力 は 残っ て いる わけ で すか ら そ の 方 向 に ボー 
ル を 置い て こし まえ ば 取っ て くれ と 言っ て いる 
よう な も の で す 。 

この よう な 各種 の 条件 を 理解 し 、 体 験 し て 頂 
か な く て は な か な か 強い トル ー パ ー に 勝つ こ 
と は で きま せん 。 


ル を 記憶 し な が ら プ レイ し な けれ ば 
と て も 勝つ こと は で きま せん 。 

前 述 し まし た が 、「 コ ンピュータ も 視界 に 入っ 
た ポー ル し か 知ら な い 」 の で す 。 

見 える 領域 は 限ら れ て いま す が 、 そ の 限ら れ 
た 範囲 で 記憶 、 配 置 、 取 得 と いう 戦略 を 戦う 
の が IDIRES] な の で す 。 

そろ そろ 実戦 に 則 し た 内 容 を お 話し し まし ょ う 。 
今 まで 説明 し て きた こと を 理解 し て いた だ い 
た あな た に 、 実際 に コン ピュ ー タ は どの よう 
に ポー ル を 配置 し 、 ま た 取っ て いる の か を 説 
明 し まし よう 。 

コン ピュ ー タ (トル ー パ ー) に は 御 承知 の と 
お り ラ ンク が あり ます 。 

私 た ち は こ の [DIRES] を 設計 し な が ら 、 
実に 様々 な 戦略 を 検討 し まし た 。 

その 内 容 を 細分 化し 、 順 位 付 け を し て コン ピ 
ユー タ に 組み 込ん で あり ます 。 

ポー ル の 取り 方 に も 、 正 面 か ら 、 後 方 か ら 、 
斜め か ら 、 等 様々 有り ます 。 

勿論 今 説明 し て いる マッ ピン グ に も 置き 方 、 
取り 方 両方 に 多種 有り ます 。 

これ ら を 統合 し 、 組 み 立 て た わけ で すか ら 当 
然 攻略 法 は ある は ず で す 。 

コン ピュ ー タ は ポー ル を 置く 時 に 、 総 て の ポ 
ー ル の 置く 位置 を 決定 し て ある マッ プ を 参照 
する 場合 と 、 あ る 決ま っ た 数 本 づつ の パタ ー 
ン を 組み 合わ せ て お いて いく 方 法 の どちら か 
を 検討 決定 し ます 。 

自分 で ポー ル を 配置 し た か っ た 場所 が 既に 埋 
まっ て いる と 他 の 場所 を 捜し 配置 し ます 。 














私 た ち は こ の マッ プ と パタ ー ン を 作成 する 時 、 
トル ー パ ー の 動き と 位置 を 常に 意識 し まし た 。 
し た が っ て 、 あ な た も この こと を 忘れ ず に 対 
処す れ ば よい わけ で す 。 

また 、 す で に 配置 され た ポー ル を 取る 場合 で 
す が 、 記 憶 し て いる 内 容 と 戦略 を 照ら し 合わ 
せる よう に ご どれ か ら 取 れ ば よい の か を 考え な 
が ら 行 動 す る よう に な っ て いま す 。 

ささい さん に わた っ て お 話し て きた よう に 、 コ 
ンピュータ も 自分 の 見 て いな い 配置 は 予測 で 
きま せん か ら 、 そ の 時 どの 位置 か ら ど の よう 
に 動け ば より 効果 的 か を 考え て 行動 し ます 。 
や みく も に 行動 する こと は 得策 で は あり ませ 
ん ね 。 


マッ プ を 組み 立て て いく 時 に 
大 切な こと は 


・ ト ルー パー が 取り に くい 配置 に な っ て いな 
けれ ば な ら な い 

・ し か し 、 そ れ を 置く の に 自分 が 手間 取っ て 
は いけ な い 

・ 自 分 に と っ て 取り に くい 配置 を トル ー バ パー 
が で き に くく し な けれ ば な ら な い 

・ 奈 り 複 雑 過ぎ て は いけ な い 

と 、 な り ま す 。 

置く 過程 も 取る 過程 も 常に トル ー パ ー の 行動 
を 予測 し て いな けれ ば いけ ませ ん 。 

どこ か ら 置 き 始 め れ ば トル ー パ ー の 行動 を 規 
制 で きる か も 重要 な 要素 で すね 。 


| ボー ル を 取る 時 は 

・ 配 置 を し て いる 間 に 、 ト ルー バー の 配置 も 
自分 の も の と 合わ せ て 記憶 し て お か な けれ ば 
いけ ませ ん 


・ 最 も ロス の 少な い (無駄 な 動き や 有効 な エ 
ネル ギー の 使い 方 ) 動き 方 は 、 で きれ ば その 
場 で 考え る の で は な く 配 置 の 段階 で 奈 裕 を も 
oTERTES DE 


・ ト ルー パー の マッ プ と 照ら し 合わ せ た 時 に 、 


トル ー バ パー を 助け こし まい そう な エリ ア は 後 
に 残す 

・ 配 置 が 終わ っ た その 瞬間 に ゲー ム は スタ ー 
ト し ます の で 、 有 利 な 位置 を 確保 し て スタ ー 
ト で きる よう に 行動 する 

・ 和 失敗 を し た 時 の 補正 を 予め 考慮 し て お く 
と 、 な り ま す 。 


v 


yy 


さて 、[DIRES] を ブレ イ す る 際 に 必要 な 理 
論 は 理解 戴け まし た か 。 

今 まで 御 説明 し た こと を ベー ス に これ か ら 実 
際 の 戦略 に つい て 説明 し まし よう 。 

戦略 は 本 来 配置 する こと と それ を 取っ て いく 
こと が か ら み あっ て いま す の で 、 こ の 二 つ を 
完全 に 分 類する こと は 不可 能 で ある し 、 無 意 
味 と も 思い ます の で 絡ま せな が ら 解 説 し まし 
よう 。 

ポー ル の 配置 

前 述 し まし た よう に 、 配 置 方 法 に は 二 種 の 方 
法 が あり ます 。 

・ ト ルー パー に と っ て 取り に くい バタ ー ン を 、 
数 本 の ポー ル に よっ て 組み 立て て その パタ ー 
ン を 配置 し て ゆく 方 法 。 

・ ゲ ー ム 中 の 状況 を 時 間 毎 に 想定 し 、 す べ て 
の ポー ル が 効果 的 に 配置 され た マッ プ を も と 
に 配置 し て ゆく 方 法 。 

どちら の 方 が 優れ た 方 法 か は その トル ー パ バー 
に よっ て 変わ る よう で す 。 

コン ピュ ー タ の 側 に も 様々 な 個性 と 呼べ る よ 





うな 特性 が 指定 され て いま すか ら 、 そ の トル 
ー パ ー に 合わ せ た 戦 略 が 効果 的 な わけ で す 。 
で は 実際 に 効果 の ある ポー ル の 配置 方 法 は ど 
ん な も の な の か 。 


| 3/9 REL COBAIN 
これ も 前 述 し まし た が 、 移 動 可 能 な 横 と 縦 の 
比率 を 逆手 に 取っ た よう な 配置 が 考え られ ま 
す 。( 図 1 SM) 

この 時 大 事 な こ と は 、 こ の よう な バタ ー ン は 
ある 程度 繰り 返す こと で 効果 が 更に 上 が る 、 
と いる こと で すず 。 

つま り 、 図 1 の まま に 選 本 だ け で は 位置 する 
の で は な く 、 ト ルー パー の 行動 を 予想 し 更に 
発展 させ て 、 図 ら ど 、 図 3 の よう に 展開 し ます 。 








己 、3d、 も し く は 4、5、BC 進 むべ き な の 
で す が 、 ど の 位置 か ら で も 横 方 向 へ 誘導 され 
る 可能 性 を 秘め て いま す 。 0 
同じ よう に 様々 な バタ ー ン を 組み 立て る こと 
が で きま すか ら 、 是 非 試 し て みて 下さ い 。 

この よう に 、 ト ルー パー の その と き の 行 動 を 
予想 し な が ら 組 み 立 て る も の を バタ ー ン 配置 





































































































次 に 、 本 来 順序 だ て て 取れ ば さほど 困難 で は 
な い パ ター ン を 、 ト ルー バー を 混乱 させ る こ 
と で 複雑 に する 方 法 が あり ます 。 

視覚 的 に 見 える 範囲 は 限定 され て いる の で す 
か ら 、 本 来 次 に 取り に 行く べき ポー ル が 画面 
に 見 える 前 に 、 違 う 方 向 へ 誘導 する た め の ダ 
ミー の ポー ル を 発見 させ る 位置 に 配置 すれ ば 
よい わけ で す 。 

つま り 、 図 4 の よう に 配置 され た ポー ル を 1 
番 か ら 取 っ て いく 場合 、 1 2. 3, CMO 
すす め る こと が 最も ロス が な い の で す が 、4 
番 の ポー ル が 画面 に 現れ た 時 に ら 番 の ポー ル 
は まだ 見 えま せん の で 、 誤 っ て 4 番 の 方 向 へ 
移動 する こと を 誘導 で きる わけ で す 。 

更に 、 上 記 の 視覚 範囲 を うま く 利 用 し て トル 
ー パ ー に 論理 的 な 行動 を と れ な くす る こと も 
可能 で す 。 

図ら の よう な 配置 を 想定 する と 理解 で きる と 
思い ます 。 

説明 は も う 不 必要 で し ょ う が 、 本 来 な ら ば 1、 






































































































































と よん で いま す 。 
== ° . 
= * e | 可 
日 a 可 
He * at 
< 加 3》 
Hf e ett 下 | 
2 ° ° 5112 
4 e e ==: 
ET e = 
me ee 
く 図 4> く 図 5> 
| 全体 マッ プ の 構成 の 仕方 








バタ ー ン 配置 が 可能 に な り 、 よ り 高 度 化 を 目 
指す と ある 壁 の よう な も の に つき あたり ます 。 
それ は 、 複雑 化し た 配置 が トル ー パ ー の 配置 
と 重複 し 、 理 起 的 配置 が 困難 に な っ て し まう 
の で す 。 

この よう な 事態 は 効果 的 な マッ プ 配 置 で は 起 
き に くい よう で す 。 

それ は 、 マ ッ プ 配置 の 基本 と し て 、 ポ ー ル の 
配置 を する 段階 か ら ト ルー パー の 行動 を 規制 
で きる よう な 方 法 を 組み 込め る か ら で す 。 




















ご 存じ の と お り 、 ポ ー ル の 配置 を 始め る スタ 
ー ト ライ ン は ら 者 と も に 横 一 線 に 並ん で いま す 。 














ポー ル は 自分 の 前 に 置く た め 、 前 進 し な が ら 
配置 する こと は 大 変 に 困難 で す 。 

従っ て 、 両 者 と も に 後退 し な が ら の 配置 と な 
る わけ で す が 、 こ の 時 トル ー パ ー の 置き た い 
場所 に ブレイ ヤー の ポー ル が あれ ば も っ と や 
っ つか いな 事態 を 引き 起こ せま す 。 
つま り 、 ス ター ト 直 後に トル ー バ パー の 背後 を 
ふさ ぐ よ うな 配置 を 完了 すれ ば よい の で す 。 
あと は 悠々 と 自分 の ポー ル を 配置 し まし ょ う 。 
トル ー バ パー の 配置 し た ポー ル を みな が ら 自 分 
も 配置 し て いる と 、 自 分 と 同じ に トル ー パ ー 
も ゲー ム の スタ ー ト ポイ ント を 探し て いる こ 
と が 分 か る で し よう 。 
有利 に ゲー ム を 展開 する の に 的 確 な スタ ー ト 
ポイ ント を みつ ける の は 大 事 な こ と で す 。 

し か し この こと を 逆 に 考え れ ば 、 
の スタ ー ト か ら の 行動 と 状態 を 予期 する こと 
が で きる は ず で す 。 

図 | や 図 B の よう な 配置 を 考え た 場合 、 そ の 
場所 が トル ー バ パー に と っ て 前 半 部 分 な の か そ 
れ と も 後半 部 分 な の か に よっ て 効果 は 大 きく 
変わ っ て きま す 。 

前 述 し た よう に 、 後 半 に な る ほど 余剰 エネ ル 
ギー を 持っ て いる の で すか ら 。 











































































































| ポ ボール の 取り 方 
ここ まで 読み すす め ら れ た 方 は も うす で に 理 
解 さ れ て いる と お り 、 取 る こと は 即ち 配置 す 
る こと な の で す 。 

効果 的 な 配置 が で きる と いう こと は 、 う まく 
取る こと が で きる と いう こと な の で す 。 

トル ー パ ー の 配置 し た ポー ル を くわ し く 観 察 
し まし ょ う 。 

そこ か ら ト ルー パー の 手の内 が 読み 取れ て き 
ます か ら 。 

落ち 着い て 、 計 画 的 に 行動 する こと だ けが 正 

















































































































自分 の 戦略 の キー ポイ ント が トル ー パ ー の マ 




















ッ プ に よっ て 混乱 され な いよ うに 気 を 付け な 
けれ ば いけ ませ ん 。 
せっ か く の 効 果 が 半減 し こし まう ば か りか 、 









































最悪 の 場合 は トル ー パ ー を 助け て し まう 場合 





も 起き ます か ら 。 

以上 の よう な こと を 考慮 に 入れ て 組み 立て ら 
れ た マッ プ は 強力 で す 。 

大 事 な こ と は 、 各 次 点 で の トル ー パ ー の 行動 
と 状態 を 予想 する こと で す 。 





し い ポ ボー ル の 取り 方 で アル 。」 と な り ま す 。 
パタ ー ン の 課題 を 出し ます 。 ど の よう な 順 
番 で 取る の が 理想 的 で し ょ う 、 チ ャ レン ジ し 
て みて 下さ い ( 図 B、 図 7)。 
ルー パー 答え は 最後 に 有り ます 。 
< 図 6> 課題 < 図 7> 
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様々 な マッ プ を 作り 、 そ れ を 自分 で 試す 、 こ 
れ を 繰り 返し て いけ ば 必ず 勝て ます 。 
「DIRHES」 の 感想 を お 待ち し て いま す 。 
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この ペー ジ の み コ ヒー する こと を 許可 し ます 。 ボー ステ ッ ク ( 株 ) 





< 図 6> 
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